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（Cytopathic Eﬀect ; CPE）を起こす．















化タンパク（phosphorylated protein : pp）65 が最
も多く含まれている．
　HCMV ゲノムは 235 kbp の 2 本鎖 DNA でヒト
ヘルペスウイルス中では最大である．また，open 
reading frame（ORF）数は約 250 となっている．
倒置反復配列を有し 4 つの DNA アイソマーを生
ずる．ゲノムは unique long（UL）と unique short
（US）で構成され，AD169 株では，TRL1 ～ 14，
UL1 ～ 132，IRL14 ～ 1，ISR1，US1 ～ 36，TRS1




AD169 株で欠失している UL133 ～ 151 が存在し，























































は IE 遺伝子 UL122/123 の転写であり，この転写は






















G-CSF 投与後の HCMV 抗体陽性ドナーにおいて，
末梢血単核球もしくは骨髄細胞の 0.004 ～ 0.01％に













重要な因子として TNF-αと cyclic AMP（cAMP）
が明らかとなっている．両者ともに MIE-promoter
を活性化しウイルス増殖を引き起こす．TNF-αは
PKC および NF-κB を活性化し，IE 遺伝子の転写
誘導をおこなう11）．ストレスや炎症で生じたカテ
コールアミン，エピネフリン，プロスタグランジン














免 疫 応 答
　自然免疫
　HCMV が侵入すると樹状細胞やマクロファージ
に発現している Toll-like レセプター 2 が gB/gH を
認識し，NF-κB 活性化シグナルを伝達して炎症性
サイトカインが産生誘導される．マウスを用いた研
究において，CMV 感染細胞に発現した M157 タン
パクをレセプター分子 Ly-49H が認識することによ
り，NK 細胞の活性化を誘導して CMV 感染細胞を
排除することが明らかとなった．ヒトにおいても同
様の CMV 排除機構が存在すると考えられている．


























50 cell/mm3 以下になると，非常に重篤な HCMV
感染症を合併するようになる15）．CD8＋および
CD4＋T 細 胞 は， そ れ ぞ れ MHC class I お よ び




免 疫 回 避
　HCMV が生涯にわたって潜伏感染を維持するた
めには，T 細胞および NK 細胞による攻撃を回避す
ることが重要である．感染初期では，テグメントタ
ンパク pp65（UL83）が IE72（IE1）をリン酸化し
て T 細胞への抗原提示を阻害し，また NKp30 を抑
制して NK 細胞活性化を阻害する17）．US2，US3，
US6，US10，US11 タンパクは MHC class I 分子の
発現を抑制してウイルス抗原の提示を阻害すること
により，CD8＋T 細胞からの攻撃を回避する18）．
MHC class I の発現が欠落した感染細胞は NK 細胞
の標的となるが，MHC class I のホモログである






いる．また，US2 タンパクは INF-γ誘導性 MHC 
class II 分子の発現を抑制する20）．その他の機構と
して，FcγR を発現させて中和抗体をトラップする
こと，UL83 タンパクが IRF3 活性を抑制して IFN
による攻撃を阻害すること，UL111a タンパクが免
疫抑制性サイトカインIL-10のホモログであること，








と し て，UL36，UL37x1，UL38，UL45 遺 伝 子 が
同定されている．UL36 タンパクは viral inhibitor 
of caspase-8-induced apoptosis（vICA） で あ り，
caspase-8 を阻害してアポトーシスを抑制する22）．
UL37x1 タンパクは，viral mitochondria-localized 
inhibitor of apoptosis（vMIA）であり，ミトコン
ドリアにおいてアポトーシスを抑制する23）．UL38






免 疫 老 化
　免疫老化とは加齢に伴った免疫能低下のことであ











て HCMV 抗体陽性 HIV 感染者ではインフルエンザ
ワクチンの予防効果が低いことなどが報告されてい
る25）.
測 定 方 法
　血清学的検査






































ら HCMV DNA を検出する方法である．定量可能






では real-time PCR 法が主流となっているが，わ
が国では保険適応がなされていない．他の核酸
検出方法として pp67 mRNA を検出する NASBA













の HCMV 抗原を検出する免疫組織染色法や HCMV 
DNA を検出する in situ hybridization 法などを併
用する必要がある．
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